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生
活
周
辺
整
備
に
重
点

　
市
議
会
三
月
定
例
会
は
二
月
二
十
六
日
に
開
会
。
三
月
二
十
八
日
ま
で
の

三
十
一
日
間
の
会
期
で
、
九
年
度
の
当
初
予
算
な
ど
を
審
議
し
て
い
ま
す
。

新
年
度
予
算
額
は
総
額
八
百
六
十
億
六
千
十
一
万
三
千
円
。
厳
し
い
財
政
状

況
の
中
で
、
基
金
や
地
方
債
を
有
効
に
活
用
、
道
路
や
福
祉
な
ど
市
民
生
活

に
関
連
し
た
施
策
を
充
実
さ
せ
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
二
月
二
十
六
日
團
の
三
月
定

例
会
で
、
久
保
田
市
長
は
平
成

九
年
度
の
施
政
方
針
を
述
べ
、

基
本
姿
勢
や
基
本
政
策
を
明
ら

か
に
す
る
と
と
も
に
、
総
額
八

百
六
十
億
六
千
十
一
万
三
千
円

の
新
年
度
予
算
案
の
概
要
を
説

明
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
予
算
総
額
は
五
百

四
億
三
千
万
円
で
前
年
度
比
四

・
六
％
増
で
す
が
、
八
年
度
に

つ
い
て
は
約
十
八
億
円
を
経
済

対
策
と
し
て
七
年
度
事
業
へ
前

倒
し
し
て
お
り
、
実
質
は
〇
・

七
％
増
の
緊
縮
予
算
。
景
気
回

復
の
遅
れ
か
ら
法
人
市
民
税
の

収
入
の
落
ち
込
み
が
見
込
ま
れ

る
厳
し
い
財
政
環
境
の
中
で
、

▲東宇治地域福祉センター完成予想図

基
金
や
地
方
債
を
有
効
に
活
用

し
、
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
水
準

を
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
」
を
基

調
に
事
務
を
合
理
化
し
経
常
経

費
を
削
減
、
一
方
で
市
民
生
活

を
重
視
し
た
き
め
細
か
な
施
策

は
充
実
さ
せ
る
も
の
に
な
っ
て

い
ま
す
。

道
路
や
福
祉
な
ど

生
活
周
辺
整
備
を
重
視

　
歳
出
は
重
点
課
題
と
し
て
の

道
路
網
整
備
の
ほ
か
、
教
育
施

設
や
下
水
道
の
整
備
な
ど
市
民

生
活
を
重
視
し
た
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
道
路
・
交
通
関
連
で
は
、
宇

治
棋
島
線
の
築
造
を
進
め
る
ほ

か
、
黄
桑
山
手
線
（
仮
称
）
や

　
市
で
は
九
年
度
版
「
市
民
カ

レ
ン
ダ
ー
と
手
び
き
」
を
こ
の

た
び
発
行
し
ま
し
た
。
各
ご
家

庭
へ
は
、
各
町
内
（
自
治
）
会

長
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

届
け
す
る
予
定
で
す
。
町
内

（
自
治
）
会
に
加
入
さ
れ
て
い

な
い
ご
家
庭
は
広
報
課
へ
は
が

き
か
電
話
、
来
庁
で
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

市
議
会
3
月
定
例
会

予
算
特
別
委
員
会
で
審
議
中

新
宇
治
淀
線
の
整
備
に
向
け
た

予
算
や
、
Ｊ
Ｒ
奈
良
線
の
複
線

化
の
負
担
金
な
ど
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　
福
祉
関
連
で
は
、
東
宇
治
地

域
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
の

建
設
費
の
ほ
か
、
四
月
か
ら
業

務
を
開
始
す
る
「
福
祉
サ
ー
ビ

ス
公
社
（
仮
称
）
』
の
ホ
ー
ム

ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
へ
の
運

営
補
助
、
新
規
事
業
と
し
て
痴

ほ
う
性
老
人
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
調
査
運
営
費
な
ど
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　
教
育
関
連
で
は
、
総
合
野
外

活
動
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
建
設

費
の
ほ
か
、
学
校
や
幼
稚
園
の

施
設
整
備
に
重
点
を
置
い
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
源
氏
物
語
の
ま
ち
づ

　
ま
た
、
市
役
所
一
階
市
民
相

談
室
、
文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
公

民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
、

グ
リ
ー
ン
タ
ウ
ン
棋
島
管
理
事

務
所
に
も
置
き
ま
す
の
で
、
各

窓
口
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　
▽
申
し
込
み
…
広
報
課
（
宇

治
琵
琶
3
3
　
雲
内
線
2
0
7
0
）
。

く
り
の
核
施
設
で
あ
る
源
氏
物

語
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
（
仮
称
）
建

設
費
や
、
夏
に
開
か
れ
る
高
校

総
体
の
開
催
費
な
ど
も
計
上
。

ほ
か
に
も
、
環
境
や
保
健
な
ど

生
活
関
連
を
重
視
し
た
四
十
二

の
新
規
事
業
を
含
む
、
き
め
細

か
な
予
算
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

予
算
特
別
委
で
集
中
審
議

　
市
議
会
で
は
各
予
算
案
な
ど

を
審
議
す
る
た
め
、
二
月
二
十

八
日
㈲
に
予
算
特
別
委
員
会

（
十
八
人
）
を
設
置
。
委
員
長

に
正
木
久
雄
議
員
、
副
委
員
長

に
村
田
正
治
議
員
を
選
出
し
ま

し
た
。
同
委
員
会
は
三
月
十
一

日
出
か
ら
二
十
四
日
卯
ま
で
の

日
程
で
集
中
的
に
審
議
し
ま
す
。

　
ま
た
、
本
会
議
で
は
予
算
案

や
条
例
の
制
定
二
部
改
正
な

ど
を
審
議
す
る
予
定
で
す
。

久
保
田
市
長
施
政
方
針

・
予
算
概
要
は
2
・
3
面
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ト
植
物
公
園
を
モ
チ
ー
フ
に

宇
治
猿
楽
と
離
宮
祭

　
　
宇
治
の
芸
能
史

　
好
評
の
宇
治
文
庫
の
八
冊

目
「
宇
治
猿
楽
と
離
宮
祭
Ｉ

宇
治
の
芸
能
史
－
」
が
こ
の

た
び
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
本
で
は
、
古
代
か
ら
中
世

に
か
け
て
宇
治
を
拠
点
に
活
動
し
た
宇

治
猿
楽
と

い
う
芸
能

▲A 5変型の120ペー

ジ。カラー写真4点、

モノクロ写真55点

集
団
や
離
宮
祭
、
大
幣
神
事

と
い
っ
た
祭
礼
に
つ
い
て
、

歴
史
的
に
変
遷
を
た
ど
る
だ

け
で
は
な
く
、
ほ
か
の
地
域

と
の
関
連
も
含
め
多
角
的
に

取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
Ｉ
読
を
。

　
▽
編
集
・
発
行
・
・
・
宇
治
市

歴
史
資
料
館
▽
執
筆
・
・
山
路

興
造
さ
ん
（
京
都
市
文
化
財

保
護
課
参
与
・
紫
式
部
市
民

文
化
賞
選
考
委
員
）
▽
価
格
・
・

1
0
0
0
円
Ｏ

　
お
求
め
は
歴
史
資
料
館

（
折
居
台
１
丁
目
１
’
　
H
2
0
・

1
3
1
1
）
か
、
観
光
セ
ン

タ
ー
、
観
光
案
内
所
（
宇
治

橋
西
詰
・
近
鉄
大
久
保
駅
）
、

各
公
民
館
、
市
役
所
社
会
教

育
課
へ
。

　
小
倉
中
畑
市

営
住
宅
の
入
居

者
を
次
の
と
お

ひ
募
集
し
ま
す
。

■
種
別
・
戸
数

・
家
賃
等

　
下
表
の
と
お

■
入
居
時
期

　
５
月
（
予
定
）

回
応
募
資
格

　
次
の
す
べ
て

を
満
た
す
人

種　　別 間取り 戸数 家　賃※1

一

般

向

き

第1種 3DK 22戸 59,000円

第2種

3DK ２戸 44,000円

2DK
12戸
　※2

36.000円

車いす
向　き
第ia 3DK １戸 59,000円

①
宇
治
市
内
に
住
ん
で
い
て
、

住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
　
②

同
居
親
族
ま
た
は
、
同
居
し

よ
う
と
す
る

親
族
（
内
縁

関
係
や
婚
約

者
も
含
む
）

が
あ
る
　
③

基
準
収
入
額

（
同
居
親
族

数
な
ど
で
異

な
る
）
が
第

１
種
ま
た
は

第
２
種
基
準

で
あ
る
　
④

車
い
す
向
き

家賃のほかに、共益費が必要です

12戸のうち、２戸は老人世帯を優先

ぼ
卜
針
薔

は
車
い
す
を
常
用
し
て
い
る

人
が
い
る
　
⑤
入
居
時
に
宇

治
市
内
在
住
の
２
人
の
連
帯

保
証
人
が
あ
る

■
募
集
案
内
書
の
配
布

　
３
月
1
1
日
出
か
ら
市
役
所

５
階
住
宅
課
で

■
入
居
受
け
付
け

　
３
月
2
4
日
卯
か
ら
2
8
日
白

ま
で
に
、
市
役
所
５
階
５
０

１
会
議
室
へ
必
要
書
類
を
持

参
で
。
郵
送
不
可
。

‐
問
い
合
わ
せ

　
住
宅
課
（
昔
内
線
２
３
９

－
）
へ
。

こ
の
宇
治
市
政
だ
よ
り
は
、
再
生
紙
を
使
っ
て
い
ま
す
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に

743

宇
治
文
庫
8
発
刊

市
民
カ
レ
ン
し
ダ
ト
と
手
び
き

ま
も
な
く
お
手
元
に

9年度　当初予算総額

860億6011万3千円に

9年度版

小倉中畑市営住宅

入居者募集
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市民が主役の街づくり

地域が主役の街づくり

　
久
保
田
勇
市
長
は
二
月
二
十
六
日
の
市
議
会
三
月
定
例
会
で
、

市
政
運
営
に
対
す
る
基
本
的
な
考
え
方
で
あ
る
施
政
方
針
を
表
明
。

地
方
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
市
民
本
位
の
簡
素
で
効
率
的
な

行
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
目
指
す
こ
と
、
知
恵
と
創
意
を
結
集
し

た
「
ふ
る
さ
と
宇
治
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
決
意
を
表
し
ま

し
た
。
そ
の
あ
ら
ま
し
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
市
民
の
力
強
い
ご
支
援
を
い

た
だ
き
昨
年
十
二
月
、
第
十
三

代
宇
治
市
長
に
就
任
し
ま
し
た
。

二
十
一
世
紀
ま
で
あ
と
四
年
と

い
う
時
期
に
私
に
寄
せ
ら
れ
た

期
待
の
大
き
さ
と
課
せ
ら
れ
た

責
任
の
重
さ
を
改
め
て
痛
感
す

る
と
と
も
に
、
今
後
の
市
政
運

営
に
あ
た
る
決
意
を
新
た
に
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
私
は
、
池
本
前
市
長
が
十
六

年
間
、
築
い
て
こ
ら
れ
た
こ
れ

ま
で
の
市
政
を
基
本
的
に
継
承

し
つ
つ
、
若
さ
と
持
ち
前
の
行

動
力
、
リ
ー
ダ
ー
シ
ｙ
プ
を
発

揮
し
、
宇
治
市
の
さ
ら
な
る
発

展
の
た
め
、
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
所
存
で
す
。
そ
し
て
、

「
市
民
が
主
役
の
街
づ
く
り
、

地
域
が
主
役
の
夢
づ
く
り
」
を

市
政
推
進
の
柱
に
置
き
な
が
ら

①
京
都
府
と
協
調
し
、
二
十
一

世
紀
の
ふ
る
さ
と
宇
治
の
創
造

②
市
民
の
主
体
的
な
活
動
を

支
援
し
、
人
間
性
あ
ふ
れ
る
地

域
社
会
づ
く
り
　
③
池
本
市
政

を
継
承
し
、
良
識
あ
る
市
民
の

声
を
集
め
た
市
民
自
治
の
確
立

を
基
本
姿
勢
と
し
て
、
次
の

基
本
政
策
を
積
極
的
に
進
め
て

い
き
ま
す
。
。

1
み
ど
り
豊
か
な
住
み
よ
い
街
づ
く
り

　
街
づ
く
り
の
基
本
は
、
ゆ
と

り
と
潤
い
の
あ
る
居
住
環
境
を

つ
く
る
こ
と
で
あ
り
つ
便
利
で

住
み
よ
い
街
づ
く
り
に
は
、
ま

ず
、
市
民
生
活
の
基
礎
と
な
る

都
市
の
基
盤
を
整
備
す
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
、
公

共
交
通
網
の
整
備
は
欠
か
せ
ま

せ
ん
。
こ
れ
ま
で
下
水
道
や
公

園
、
道
路
網
の
整
備
な
ど
に
努

力
が
払
わ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

今
な
お
続
く
慢
性
的
な
交
通
渋

滞
の
解
消
が
最
も
重
要
な
課
題

で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
は
、
日
常
生
活
を
送

る
に
’
は
地
球
環
境
問
題
の
基
本

①
京
都
府
と
協
調
し
、
二
十
一
世
紀
の
ふ
る

　
さ
と
宇
治
の
創
造

②
市
民
の
主
体
的
な
活
動
を
支
援
し
、
人
間

　
性
あ
ふ
れ
る
地
域
社
会
づ
く
り

③
池
本
市
政
を
継
承
し
、
良
識
あ
る
市
民
の

　
声
を
集
め
た
市
民
自
治
の
確
立

的
な
視
点
な
し
で
は
考
え
ら
れ

ま
せ
ん
。
一
人
ひ
と
り
が
健
全

で
恵
み
豊
か
な
環
境
を
と
も
に

は
ぐ
く
み
、
市
民
と
一
体
と
な

っ
て
環
境
に
や
さ
し
い
街
づ
く

り
を
目
指
し
ま
す
。

2
心
と
心
が
通
い
合
う
街
づ
く
り

　
人
々
の
価
値
観
は
、
文
化
と

触
れ
合
う
こ
と
で
心
の
豊
か
さ

や
ゆ
と
り
を
求
め
る
方
向
に
変

化
し
て
き
て
い
ま
す
。
幸
い
、

本
市
は
数
多
く
の
歴
史
的
文
化

遺
産
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
だ
こ
と
も
あ
り
、
良
好
な

景
観
を
保
全
し
、
貴
重
な
文
化

遺
産
を
守
る
と
と
秘
に
、
宇
治

の
歴
史
、
伝
統
文
化
に
接
す
る

機
会
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
自
主
的
な
文
化
活
動
を

積
極
的
に
支
援
し
、
心
豊
か
な

市
民
文
化
を
つ
く
り
あ
げ
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
本
市
の
学
校
教
育
は
、

知
・
徳
・
体
の
調
和
の
と
れ
た

人
間
性
豊
か
な
園
児
・
児
童
・

生
徒
の
育
成
を
目
指
す
も
の
で

す
。
特
に
、
生
涯
学
習
の
基
盤

を
培
う
と
い
う
観
点
に
立
ち
、

変
化
の
激
し
い
こ
れ
か
ら
の
社

会
に
積
極
的
か
つ
柔
軟
に
対
応

し
て
い
く
資
質
や
能
力
を
高
め
、

「
生
き
る
力
」
の
育
成
に
努
め

て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も

教
員
の
資
質
向
上
に
努
め
る
と

と
も
に
、
学
校
施
設
の
整
備
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
私
た
ち
が
真
に
明
る
く
住
み

9
年
度
予
算
案
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　
平
成
九
年
度
予
算
案
の
主
な
施
策
と
予
算
額
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
市
の
会
計
は
、
一
般
会
計
と
、
交
通
災
害
共
済
事
業
な

ど
特
定
の
事
業
を
行
う
た
め
の
十
の
特
別
会
計
、
水
道
企
業
会

計
と
で
構
成
。
そ
の
総
額
は
八
百
六
十
億
六
千
十
一
万
三
千
円

で
、
昨
年
に
比
ぺ
六
・
ニ
パ
ー
セ
ン
ト
伸
び
て
い
ま
す
。

　
一
般
会
計
に
は
五
百
四
億
三
千
万
円
を
計
上
。
そ
の
歳
入

（
収
入
）
で
は
市
税
が
半
分
強
を
占
め
、
以
下
、
市
債
、
国
庫

支
出
金
な
ど
か
、
ま
た
歳
出
（
支
出
）
で
は
民
生
費
、
土
木
費
、

総
務
費
と
で
六
割
強
を
占
め
、
以
下
、
教
育
費
、
衛
生
費
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。
な
お
、
一
般
会
計
の
総
額
を
市
民
［
人
当

た
り
の
金
額
に
す
る
と
二
十
七
万
九
十
二
円
に
な
り
ま
す
。

３

(単位は千円。▲は減)９年度予算額

ｌ　　計　　名 ９年度額 ８年度額 伸び率(%)

般　会　計 50,430,00048,230,000 4.6

邑災害共済事業 45,900 44,700 2.7

ﾐ健康保険事業 8,671,000 8,086,700 7.2

共下水道事業 7,528,000 7,041,057, 6.9

噺築資金等貸付事業 16,000 38,218 ▲58.1

人保健事業 12,755,90011,633,416 9.6

易水道事業 502,400 58,200 763.2

災共済事業 18,500 18,100 2.2

地公園事業 155,700 146,400 6.4

ﾐ用地先行取得事業 J89,900 504,453 ▲2.9

4水供給施設事業 16,100 - 皆増

別会計　合計 30,199,40027,671,244 , 9.5

簑（水道）会計 5,430,713 5,257,228 3.3

総　　　　計 86,060,11381,058,472・6.2

よ
い
市
民
生
活
を
送
る
た
め
に

は
、
差
別
の
な
い
社
会
を
築
い

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
す

べ
て
の
人
々
の
基
本
的
人
権
が

尊
重
さ
れ
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
の

な
い
社
会
を
目
指
し
、
人
権
意

識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

同
和
問
題
の
早
期
解
決
に
向
け

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、

女
性
と
男
性
が
社
会
の
あ
ら
ゆ

る
分
野
で
平
等
な
構
成
員
と
し

て
主
体
的
に
参
画
で
き
る
男
女

共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、

環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

健
康
と
生
き
が
い
を
育
む
街
づ
く
り

　
人
生
八
十
年
時
代
を
迎
え
、

少
子
化
と
相
ま
っ
て
高
齢
者
人

口
の
比
率
は
急
激
に
高
ま
っ
て

き
て
い
ま
す
。
私
は
、
本
格
的

な
高
齢
社
会
の
到
来
に
備
え
て

身
近
な
生
活
の
場
を
見
直
し
、

お
年
寄
り
を
は
じ
め
と
す
る
社

会
的
に
弱
い
立
場
に
あ
る
人
々

を
念
頭
に
置
い
た
、
す
べ
て
の

人
が
安
心
し
て
い
き
い
き
と
暮

ら
す
こ
と
が
で
き
、
長
生
き
し

て
よ
か
っ
た
と
感
じ
ら
れ
る
よ

う
な
、
や
さ
し
さ
と
思
い
や
り

に
満
ち
た
街
を
築
き
上
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
、
健
や
か
な
長

寿
社
会
を
支
え
る
た
め
の
福
祉

施
設
の
整
備
と
各
種
の
在
宅
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
充
実
さ
せ
、
高

齢
者
や
障
害
者
な
ど
に
や
さ
し

い
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

　
一
方
、
共
働
き
世
帯
の
増
加

や
少
子
化
、
核
家
族
化
の
進
展

の
も
と
で
、
児
童
を
取
り
巻
く

環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て

い
ま
す
。
ま
た
、
女
性
の
社
会

参
加
を
促
進
す
る
う
え
で
、
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境

づ
く
り
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
保
育
に
関
す
る
施
策
を

拡
充
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
労
働
時
間
の
短
縮

な
ど
に
よ
っ
て
余
暇
時
間
が
増

大
し
て
い
る
今
日
、
市
民
が
生

き
が
い
を
持
っ
て
、
健
康
で
心

豊
か
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
生
涯

学
習
の
推
進
や
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

4
地
域
産
業
の
振
興
で

5
未
来
に
飛
躍
す
る
街
づ
く
り

　
地
域
経
済
や
市
民
生
活
を
支

え
、
都
市
の
活
性
化
を
図
る
う

え
で
、
地
域
産
業
の
振
興
は
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。

　
本
市
の
代
表
的
な
郷
土
産
業

で
あ
る
宇
治
茶
は
、
長
い
伝
統

と
恵
ま
れ
た
自
然
条
件
に
培
わ

れ
、
今
な
お
全
国
的
に
名
声
を

博
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
そ
の

一
方
で
、
宅
地
化
の
進
行
や
生

産
環
境
の
悪
化
に
よ
り
茶
園
面

積
が
減
少
す
る
な
ど
、
憂
慮
す

べ
き
状
況
に
も
な
っ
て
ぎ
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
宇
治
茶
の

振
興
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
農
業
に
つ
い
て
も
農
地
の
減

少
や
後
継
者
不
足
な
ど
厳
し
い

環
境
に
置
か
れ
て
い
ま
す
が
、

施政方針を表明する久保田市長

都
市
近
郊
の
利
点
を
生
か
し
た

都
市
農
業
の
振
興
に
努
め
て
い

き
ま
す
。

　
ま
た
、
商
工
業
で
は
、
六
地

蔵
・
大
久
保
地
区
を
中
心
と
し

て
再
開
発
の
機
運
が
高
ま
っ
て

き
て
お
り
、
商
業
拠
点
と
し
て

の
形
成
が
期
待
さ
れ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。
そ
の
他
の
地
区
で

も
商
店
街
の
組
織
化
、
近
代
化

な
ど
商
業
活
性
化
に
向
け
た
商

業
者
自
ら
の
積
極
的
行
動
を
促

す
施
策
の
展
開
と
支
援
を
行
う

一
方
、
工
業
で
の
生
産
基
盤
の

整
備
や
優
良
企
業
の
誘
致
を
進

め
、
産
業
の
担
い
手
で
あ
デ
ハ
々

の
就
労
環
境
の
充
実
に
も
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
観
光
に
つ
い
て
は
、
本

市
の
特
性
、
恵
ま
れ
た
自
然
環

境
を
生
か
し
、
「
源
氏
物
語
の

ま
ち
づ
く
り
」
を
中
心
と
す
る

ゾ
ー
ン
や
観
光
地
を
整
備
し
、

個
性
あ
る
観
光
の
街
づ
く
り
を

進
め
ま
す
。

市
民
の
知
恵
を
活
か
す

都
市
経
営
の
発
想
に
よ
る
街
づ
く
り

　
社
会
経
済
情
勢
や
地
方
自
治

体
を
取
り
巻
く
環
境
が
目
ま
ぐ

る
し
く
変
化
し
、
極
め
て
厳
し

い
地
方
財
政
の
も
と
、
ま
す
ま

す
増
大
・
多
様
化
し
て
い
る
市

民
要
望
に
積
極
的
に
対
応
し
、

二
十
一
世
紀
に
向
け
た
街
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
に
は
、
地
方

自
治
体
と
い
え
ど
も
経
済
性
や

採
算
性
に
視
点
を
置
い
た
行
財

政
運
営
が
強
く
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
最
小
の
経
費
で
最
大
の

福
祉
が
提
供
で
き
る
よ
う
、
む

だ
を
な
く
す
行
政
を
推
し
進
め

る
と
と
も
に
、
市
政
全
般
に
わ

た
る
行
財
政
改
革
に
取
り
組
み
、

行
政
は
市
民
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
経
営
体
で
あ
る
と
い
う
都

市
経
営
の
視
点
に
立
脚
し
た
市

民
本
位
の
効
率
的
な
市
政
運
営

を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　
私
た
ち
の
ま
ち
は
、
私
た
ち

の
意
思
で
、
私
た
ち
の
知
恵
で
、

私
た
ち
の
力
に
よ
っ
て
っ
く
り

あ
げ
て
い
く
こ
と
が
基
本
で
す
。

そ
う
し
た
意
味
で
、
国
と
地
方

‘
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Ｆ
｀
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Ｊ
‘
Ｌ
・

実
的
な
も
の
に
な
り
っ
っ
あ
る

の
は
歓
迎
す
べ
き
こ
と
で
す
。

私
は
む
し
ろ
こ
れ
を
地
方
主
権

と
い
う
立
場
で
、
市
民
一
人
ひ

と
り
が
真
に
豊
か
さ
を
享
受
で

き
、
自
立
的
、
主
体
的
な
個
性

あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
展
開
で
き

る
十
分
な
財
源
と
権
限
の
委
譲

を
伴
な
っ
た
も
の
に
な
る
よ
う

努
め
て
い
き
ま
す
。
そ
れ
と
と

も
に
、
自
ら
の
政
策
形
成
能
力

や
経
営
能
力
を
高
め
、
日
々
の

行
政
運
営
の
質
を
一
層
向
上
さ

せ
る
よ
う
切
磋
琢
磨
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
政
へ
の
市
民
参

加
を
促
進
し
、
透
明
で
開
か
れ

た
市
政
を
一
層
推
進
す
る
た
め
、

情
報
公
開
と
行
政
手
続
制
度
を

導
入
し
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
市
民
自
治
や
市

民
文
化
創
造
の
拠
点
と
な
る
よ

う
、
公
共
施
設
の
よ
り
有
効
な

活
用
に
向
け
た
ソ
フ
ト
施
策
を

検
討
し
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に

は
、
市
民
の
皆
さ
ん
に
、
よ
り
信

Ｉ
’
・
し
！
／
・
・
・
し
Ｉ
・
Ｊ
し
ｒ
！
Ｔ
、
ｓ
Ｉ

744

9

年

度

施

政

方

針

3つの基

本姿勢



た
め
の
地
方
分
権
が
、
よ
り
現
一
く
り
に
努
め
て
い
き
ま
す

-
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各種交付金（2.4％）

11億9326万8千円

地方交付税

　(3.7％)

　18億7000万円

　府支出金

　　(4.2％)

21gl845万9千円

　諸収入

　(4.6％)
23億1560万1千円

　繰入金

　(5.8％)

29S1993万7千円

国庫支出金

　(9.4％)

47億2221万円

※（　）内の構成比は四捨五入したものです。

　公債一費

　(8.3％)

42億200万4^

　衛生費

　(8.9％)

45億948万1千円

教育費

(10.3％)

一般会計の内訳

心と心が通い合う街づくり

　〈教育〉

◇小・中学校大規模改造　　　　　　　　　2億1100万円

◇幼稚園・小・中学校維持整備　　　　　　2億250万円

　小学校８校にコンピュータ整備　　　　　　7920万円

◇育成学級施設整備(ｸｰﾗｰ鑓､日粍但僅)　5073万円

☆メンタルフレンド制度導入　　　　　　　　　00万円

　　S･不登校児童生徒の家庭に臨床心理学を学ぶ学生を

　　派遣し、触れ合いを通じ学校復帰を支援Ｌます。

〈市民文化・その他〉

　源氏物語ミュージアム(仮称)jii3:　　　22億488万円

　紫式部文学賞・源氏ろまん開催など　　　　4100万円

☆ライブジャック開催　　　　　　　　　　　100万円

･･若者による創造的文化活動の育成を目的に、若者

によるポップス系音楽のライブコンサートを開催。

◇同和問題啓発　　　　　　　　　　　　　　　530万円

◇女性政策推進　　　　　　　　　　　　　　　650万円

◇英語指導助手設置（２人を３人に増員）　　1374万円

　国際交流　　　　　　　　　　　　　　　　1325万円

☆景観保全対策（条例化に向けた研究）　　　　25万円

　〈福祉〉

☆東宇治地域福祉センター(仮称)建iS:　　8億6546万円

　　卜･デイサービスや入浴･食事サービスを提供する地

　　域福祉センターを五ケ庄折坂に建設します。

　西小倉地域福祉セ;ンター建設　　　　　　1億1887万円

☆グループホーム事業　　　　　　　　　　　1000万円

　　　S・痴ほう性のお年寄りを少人数のグループで家庭的

　　'な環境でヶアし、｡今後の介護の在り方を検証します。

◇家庭奉仕員(ホームヘルパー)派遣　　　2億1145万円

　　　卜・援護が必要なお年寄り、心身障害者などの家庭に、

　　　当初は月曜から金曜の朝７時から夜10時まで、10月

　　　からは365日に拡大し、家庭奉仕員を派遣します。

☆高齢者の生きがいと健康づくりモデル推進(８月に開

　催の全国高校総体への市民参加の事業)　　146万円

☆福祉サービス公社(仮称)運営補助　　　　　1662万円

◇在宅老人デイサービス　　　　　　　　　2億6690万円

◇在宅寝たきり者訪問指導　　　　　　　　　2404万円

　心身障害児通園事業　　　　　　　　　1億1280万円

☆盲導犬使用者援助　　　　　　　　　　　　　　10万円

☆障害者基本計画策定　　　　　　　　　　　　582万円

☆木幡保育所建て替えの調査　　　　　　　　　100万円

◇民間保育所運営　　　　　　　　　　　14億7001万円

☆地域子育て支援センター開設に向けた調査　　30万円

諸支出金

(3.2％)

　16億円

　　〈保健・その他〉

ｌ　各種健康診査゜検診　　　　　　　　　　1億9374万円
ｌ◇母子保健指導(賤から鼎までの混やmmでIS)　7408万円

ｌ　西宇治体育館建設　　　　　　　　　　　6億9190万円
：◇全国高校総体開催　.　　　　　　　　1億4872万円

：　総合野外活動センター(仮称)の建設　　4億5910万円
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22億8498万4千円

地域産業の復興で未来に飛躍する街づく

り

〈産業〉

　地域農業基盤確立農業構造の改善　　　　　5985万F

･･経営の複合化・多角化など地域農業の安定化のた

め、溶液栽培の施設を整備します。　　ビ

震

奮

譲

皿

ｌ

ｌ

ｌ

混

業

甕
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ｌ

事

裏

篇

蛮

語

　茶摘み子確保対策事業補助　　　　　二　　150万円

◇米消費拡大総合対策　　　　　　　　　　　　100万円

　白川林道(仮称)整備　　　　　　　　　　5億9315万円

一般中小企業支援（融資保証料・利子の補給金、経営

改善補助ほか）　　　　　　　　　　　　　5660万円

〈観光〉

源氏物語散策の道整備　　　　　　　　　　5000万円

観光関連施設整備（JR特駅filこ水洗ﾄｲﾚほか卜3520万円

：◇行政総合ＯＡ整備　　　　　　　　　　　1億151万円

：☆地域情報化推進費　　　　　　　　　　　　522万円

１◇集会所維持管理　　　　　　　　　　　　　4162万円
：◇コミュニティFM放送広報活動　　　　　　1600万円
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みどり豊かな住みよい街づくり

　〈公共交通〉

☆JR奈良線高速化・複線化事業負担金　1億6806万円

　　S･･ 5ヵ年で京都・藤森間と宇治・新田間を複線化

　　したり、信号改良などにより高速化したりする事

　　業の負担金です。

　JR宇治駅改築の設計委託　　　　　　　　9030万円

　JR宇治・新田間新駅の設計委託　　　　　6430万円

　〈道路〉

　新宇治淀II (都市計画変更の手続き)　　　1000万円

　宇治横島線築造(用地買収ほか)－　　　2億6900万円

　明星線築造団地買収ほか)　　　　　2億7000万円

　木幡日野線築造(平尾台隣接地の住宅開発に伴う幹線

　道路の用地買収)　　　　　　　　　　　3億6600万円

　黄槃山手線(仮称)地1調査　　　　　　　　4000万円

川日黄槃公園須留線を、宇治少年院の南側を通り宇

治カントリーをトンネルで抜けるルートに変更し、

事業化します。

?｀にべここ～jｒ４ニ”｀”７
心～二

☆宇治五ヶ庄線京阪三室戸交差点改良　　　　1000万円

☆人にやさしい道づくり事業　　　　　　　　500万円

　　･･道路の残余地にベンチ、花壇などをつくり、高齢

　　者などが憩える場所として整備します。

　〈住宅〉

　市営住宅建て替え（神明宮西団地を鉄筋コンクリート

　造り３階建に建て替え）　　　　　　　　3億6400万円

　市営住宅新築実施設計（横島団地）　　　　4000万円

　〈環境・防災・その他〉

◇笠取簡易水道拡張　　　　　　　　　　　4億6833万円

◇公共下水道管渠建設　　　　　　　　　40億7770万円

　志津川コミュニティプラント建設整備　1億5032万円

☆合併処理浄化槽設置補助　　　　　　　　　4449万円

　　●･下水道計画事業認可区域外や山間部などの地域で

　　､･､合併処理浄化槽を設置する場合、その費用の一部を

　　補助します。

◇上水道防災対策関連事業（水道管耐震強化のため石綿

　管を鋼管に取り替えほか）　　　　　　　5億6941万円

　防災（地域防災計画の見直し、備蓄品の充実ほか）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1053万円

☆東消防署新庁舎の測量設計　　　　　　　　1300万円

☆高度救助用資器材の整備　　　　　　　　　2100万円

　植物公園整備（レストラン､造園工事ほか）4億6460万円

☆環境保全計画策定準備　　　　　　　　　　　30万円

☆動植物生息状況調査　　　　　　　　　　　638万円

　城南衛生管理組合分担金　　　　　　　21億3245万円

◇リサイクルごみ処理　　　　　　　　　　2億4460万円

☆交流の森林事業　　　　　　　　　　　　　　300万円

ト市民から会員を募り、市有林での森林育成作業、

白然観察を通じ、森林への関心を深めてもらいます。

市民の知恵を活かす都市経営の発想による街づくり

健康と生きがいを育

む街づくり

主な事業と予算額

☆は新規　◇拡充
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催　し

■耳のこと何でも講座

　[＞とき…３月23日(日)、午後１時

半～４時半Ｄところ‥･南宇治コミュ

ニティセンターレ内容…補聴器の

上手な使い方など[＞参加費…無料

　圃福祉総務課(s内線2306)。

■バードウォッチング

　市の鳥カワセミを観察しましょ

う。じ＞とき…３月22日出、午前９

時京阪宇治駅前集合(雨天時は翌

日)[〉指導…日本鳥類保護連盟専

門委員・中島愛治さん[＞参加費…

無料囲農林茶業課(s内市泉22旧。

■宇治市少年少女合唱団定

　期演奏会

　>とき…３月23日(日)、午後1時

半～[＞ところ…文化センター[〉曲

目…オペレッタ｢ないない宇宙人

とロボット｣ほかμ入場料…無料

　囲文化観光課(s内線2223)。

・生涯学習センター映画会

　E〉とき…３月22日(土)、午前10時

半～正午、午後２時～4時半レ内

容…午前は子供用アニメ丁バルト｣、

午後は一般向け｢クレイマークレ

イマー｣[＞定員…先着170人[〉費

用…無料圃同センター(容22-0

220)。

■大久保青少年センター

　子供茶道教室は同センター(a

44-7447)へ申し込みを。

　　〈こども茶道教室〉≫とき…３

月22日出、午前９時～正午C＞対象

…小・中学生!＞参加費…100円[＞

定員…先着15人。

　　〈春休み映画会〉t＞とき…３月

25日(火)、午前10時～11時半[〉内容

…アニメ映画｢バルト｣I＞対象…

小学生以上【＞参加費…無料E＞費用

…先着25人。

■子育て講演会

　[＞とき…３月28日圀、午前10時

～正午[〉ところ…保健医療センタ

ー[＞テーマ…｢子育ての楽しさは

仲間と共に｣＝､都留文化大学講師

・松下拡さん[〉対象…就学前の乳

幼児をもつ人r〉参加費…無料[＞定

員…先着50人　圃ｲ呆健予防課(s

内線2262)。保育あり。

■城南地域職業訓練センター

　圃同センター046-0688)。

　　〈ワープロ活用一太郎W95版〉

レとき…４月8日~5月13日の火

・金曜、午後６時半～９時。9回

[〉受講料…１万3500円。、

　くパソコン表計算応用エクセル

W95版〉[＞とき…４月８日～５月

13日の火・金曜、午後６時半～９

時。９回E〉受講料…１万3500円。

　　〈海外で役立つ英会話〉[＞とき

j…4月５日～９月27日の土曜、午

前９時半～正午。22回[＞受講料…

２万8000円。

　　〈和裁講座(初・中・上級)〉

E＞とき…４月４日~6月25日の水

・金曜、午前10時～午後４時。 20

回E〉受講料…各コース１万2000円。

■城南勤労者福祉会館

　圃同会館(昔46-0780)。

　　〈海外旅行のための英会話〉[＞
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とき…４月11日~9月26日の金曜、

午前10時～正午。 20回レ受講料…

１万5000円。

　　〈大正琴〉1＞とき…４月５日～

９月20日の第１・３土曜、午後１

時～２時。 12回[＞受講料■･■6000円。

　　〈演歌歌唱〉t＞とき…４月12日

～９月27日の第2・4土曜､午後７

時～9時。12回[＞受講料…6000円。

■植物公園

　　〈コニファー展〉コニファー

(針葉樹の総称)を中心に、その

種類や見本庭園、育て方について

展示します。[〉とき…３月15日倒

～25日(火)Hi物公園(S45-0099)。

入園料が必要。

・市民健康づくり推進講座

　C＞とき…３月26日出、午後１時

～４時[＞ところ…生涯学習センター･

[＞内容…講演｢生活習慣病対策と

骨粗しょう症予防｣ほか。当日先

着80人に骨量測定と個別指導[＞参

加費…無料[＞定員…250人　圃国

民健康保険課(s内線2265)。

スポーツ

■トレーニング機器実技講習会

　[〉とき…３月29日出、午後１時

と３時半のいずれか[〉ところ…黄

槃体育館[〉対象…15歳以上の人

(中学生除＜)[＞定員…各先着30

人C〉参加費…1000円　113月16日

(日)から来館(昔33-4001)で。顔写

真(3×2.5r)が必要。

■東宇治・広野中学校運動

　場の夜間使用登録

　[＞使用期間…４月１日～11月30

日、午後６時半～９時半＼>対象…

○東宇治中＝宇治川右岸の小学校

区と北横島・槙島・菟道の各小学

校区内に住む10人以上の団体○広

野中＝その他の小学校区域内に住

む10人以上の団体[＞料金…○東宇

治中＝30分間全面1500円、半面75

0円○広野中= 30分間1000円　圃

３月廿日(火)~13日困・17日(月)、午

前９時～午後４時に各中学校開放

委員会(東宇治中＝a32-2131、

広野中=a44-3866)へ来校で。

募　集

■市職員(保母)

レ応募資格…昭和45年４月２日

～54年４月１日に生まれ、保母資

格を持つか９年３月までに取得見

込みの女子μ募集人数‥■1人＞1

次試験…３月16日(日) ■圃職員課に

ある指定の履歴書を３月14日倒ま

でに同課(a内線2063)へ。

・育成学級アルバイト指導員

　[＞勤務日…月～金のうち指定す

る曜日E〉時給…850円[＞応募資格…

45歳以下の女性[回市販の履歴書

(写真必要)を、３月17日(月)まで

に社会教育課(a内線2618)へ本

人が持参のこと。応募者の中から

必要に応じて採用します。

・府の道路計画に対する意見

　｢21世紀の京都の道を考える｣

お母さんといっしょ

小谷　行江さん

　　　健太くん(10ヶ月)

　　　　　　(伊勢田町砂田)
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懇談会では新たな道路計画に生か

すため、皆さんからの意見を３月

31日まで募集します。意見募集の

パンフレットは、府道路建設課、

各府土木事務所、市役所で配付中。

囲府道路建設課（0075-414-5250)。

■「婦人週間」標語

　様々な女性の地位向上のための

啓発を行う婦人週間（4月10～16

日）にちなんだ標語を募集します。

［＞内容…男女平等・自分らしさ・

男と女のパートナーシップなどを

題材にした標語・川柳・一行詩な

ど圃はがきに作品（いくつでも

可）・住所・氏名・年齢・電話番

号を書き３月31日㈲（必着）まで

に女性政策室（宇治琵琶33　a内

線2091）へ。

■高齢者合唱団おおとり団員

　歌の好きな人が集まり、昔なつ

かしい唱歌や童歌を中心に活動し

ています。歌を楽しみながら仲間

づくりをしませんか。［＞対象…市

内在住で65歳以上の人c＞活動…毎

月第２・４木曜日の午後１時半～

４時の定期練習、各種発表会に参

加［＞募集人員…20人　圃中央公民

館（320-1411）。
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さ

ん
Ｉ
（
a
2
2
・
0
6
0
4
）
へ
。

◆
冤
道
歩
こ
う
会
　
４
月
５
日

出
、
午
前
９
時
京
阪
三
室
戸
駅

集
合
（
小
雨
決
行
）
。
円
山
公

園
・
四
宮
方
面
、
約
８
キ
ロ
。

汁
禾
岑
ん
（
登
９
　
９
一
・
〇
７
７
９
）
。

募
集

◆
油
絵
サ
ー
ク
ル
「
創
画
会
」

　
初
心
者
歓
迎
。
明
る
く
楽
し

い
サ
ー
ク
ル
で
す
。
毎
月
第
２

・
ｔ
水
曜
、
午
後
１
時
半
～
３

時
半
。
宇
治
公
民
館
。
月
２
干

５
百
円
。
吉
竹
さ
ん
（
容
2
2
・

0
1
8
6
）
。

◆
無
料
将
棋
講
座
　
子
供
か
ら

- - - - － －

◆投書コーナ「私もひとこと」･･･身近な話題や提案

などを400字程度で。採用分には粗品を。◆市民情

報・短信…市民サークルの催しや会員募集などを。

４月11日号掲載分は３月21日脚（必着）までに。営

利・宗教・政治活動は掲載できません。【送付先】

広報課（宇治琵琶33・容内線2070）へ郵送か持参で。

お
年
寄
り
ま
で
年
齢
を
問
わ
ず

教
え
ま
す
。
毎
週
土
・
日
曜
、

午
後
１
時
～
９
時
。
広
野
町
小

根
尾

1
3
7
の
立
嶋
さ
ん
（
0
2
2
・

ｇ
２
０
９
）
の
自
宅
で
。

「
‐
ｌ
ｌ
ｌ
’
‐
”
‐
－
１
１
１
－
－
‐
Ｊ

2
3
0
5
）
へ
】

◆
臨
時
特
別
給
付
金
［
一
万
円
一

　
▼
対
象
…
９
年
２
月
１
日
現

在
、
満
6
5
歳
以
上
で
８
年
度
分

の
市
町
村
民
税
が
非
課
税
（
そ

の
人
を
控
除
対
象
配
偶
者
や
扶

養
親
族
に
し
て
い
る
人
も
含
む
）

で
臨
時
福
祉
給
付
金
の
支
給
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
人

（
た
だ
し
生
活
保
護
受
給
者
や

社
会
福
祉
施
設
の
入
所
者
は
対

象
外
で
す
）
［
申
請
は
臨
時
特

別
給
付
金
担
当
コ
ー
ナ
ー
（
市

役
所
１
階
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
）

（
容
内
線
2
1
9
1
）
へ
】

　
・
一
番
＠
ｅ
ｓ
ｓ
●
一
一

◆
申
請
方
法
・
：
申
請
用
紙
は
市

役
所
の
ほ
か
、
各
行
政
サ
ー
ビ

ス
コ
ー
ナ
ー
、
地
域
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
公
民
館
、
在
宅
介
護
支

援
セ
ン
タ
ー
、
総
合
福
祉
会
館

に
置
い
て
い
ま
す
。
申
請
に
は

通
帳
な
ど
口
座
番
号
の
分
か
る

も
の
と
印
鑑
が
必
要
で
す
。
ま

た
、
窓
口
で
の
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
申
請
は
で
き
る

だ
け
郵
送
で
お
願
い
し
ま
す
。

◆
申
請
締
め
切
り
・
：
窓
口
、
郵

送
と
も
３
月
2
5
日
㈹
（
当
日
消

印
有
効
）

　
市
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
保

持
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め
、

高
齢
者
が
市
内
の
施
術
所
（
契

約
外
の
一
部
施
術
所
を
除
く
）

で
、
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

指
圧
・
は
り
・
き
ゅ
う
の
施
術

を
受
け
た
場
合
に
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
九
年
度
分
の
助
成
証
明

書
の
交
付
申
請
を
受
け
付
け
ま

す
の
で
、
次
の
要
領
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い
。

▼
対
象
者
…
宇
治
市
に
住
民
登

録
か
外
国
人
登
録
を
し
て
い
る

人
で
、
平
成
９
年
４
月
１
日
現

在
、
満
6
5
歳
以
上
の
人
（
ま
だ

6
4
歳
の
人
は
6
5
歳
の
誕
生
日
以

降
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
）

▼
申
請
方
法
・
：
市
内
の
各
公
民

館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
行
政
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
・

地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
契

約
施
術
所
に
設
置
し
て
あ
る
申

請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
・
押

　
所
得
証
明
（
非
課
税
証
明
）
の
請
求
に

は
、
使
用
目
的
・
提
出
先
・
必
要
と
す
る

年
度
な
ど
を
記
入
し
て
い
た
だ
く
ほ
か
本

人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。
ま
た
代
理
人
が

請
求
す
る
と
き
は
、
本
人
の
委
任
状
（
承

諾
書
）
と
代
理
人
の
印
鑑
が
必
要
で
す
。

　
な
お
、
申
告
書
や
給
与
支
払
報
告
書
が

提
出
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
ま
た
は
未
申

告
の
時
は
申
告
を
し
て
い
た
だ
い
た
う
え

で
証
明
書
を
発
行
し
ま
す
。

　
税
申
告
や
手
続
き
は
大
切
な
事
柄
万
骨
。

で
き
る
だ
け
本
人
が
手
続
き
を
。

　
回
市
民
税
課
（
昔
内
線
2
1
2
0
）
。

印
し
、
市
役
所
長
寿
社
会
対
策

課
へ
持
参
か
郵
送
し
て
く
だ
さ

い
。
持
参
の
場
合
は
健
康
保
険

証
な
ど
対
象
者
が
確
認
で
き
る

も
の
が
必
要
で
す
。
３
月
2
1
日

吻
ま
で
に
申
請
し
た
人
に
は
、

３
月
末
に
助
成
証
明
書
を
郵
送

し
ま
す
。

▼
注
意
事
項
…
８
年
度
分
の
助

成
証
明
書
の
有
効
期
限
は
３
月

3
1
日
興
ま
で
で
す
。
４
月
に
入

る
と
利
用
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
８

年
度
分
の
助
成
証
明
書
の
交
付

を
受
け
て
い
な
い
人
で
交
付
を

希
望
す
る
人
は
、
９
年
度
分
と

は
別
の
申
請
書
に
そ
の
旨
を
明

記
し
、
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

詳
し
く
は
、
長
寿
社
会
対
策
課

（
容
内
線
2
3
4
6
）
へ
。

交
付
申
請
受
け
付
け
ま
す

高
齢
者
あ
ん
ま
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
・
指
圧
・
は
り
・
き
ゅ
う

746

所得証明には印鑑えをお忘

れなく
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臨時福祉特別給

申請受け付け中

9
年
度
分
施
術
助
成
証
明
書
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